
令
和

 2 年
 8 月

 １
 日

　
第

１
49号

　
発

行
／

遊
佐

町
議

会
　

編
集

／
議

会
広

報
常

任
委

員
会

〒
999 -8301　

山
形

県
飽

海
郡

遊
佐

町
遊

佐
字

舞
鶴

211　
☎（

0234）72 -5889　
印

刷
／

株
式

会
社

小
松

写
真

印
刷

http://www.town.yuza.yamagata.jp/http://www.town.yuza.yamagata.jp/ No.149No.149
6月定例議会号6月定例議会号
令和2年8月1日発行令和2年8月1日発行

ざ
っ
こ
し
め

表
紙
の
写
真

議会
クイズ

105

　　
令
和
２
年
５
月
１
日
第
148

号
の
議
会
ク
イ
ズ
に
は
32
名
の

方
の
応
募
が
あ
り
、32
名
の
方

が
正
解
で
し
た
。

　
抽
選
の
結
果
次
の
10
名
の

方
が
当
選
し
、あ
ぽ
ん
入
浴
券

（
３
枚
）を
、お
届
け
し
ま
す
。

答
え
　
①
Ｂ
　
②
Ｂ
　
③
Ｂ

 

（
敬
称
略
）

齋
　
藤
　
悦
　
子 （
境
　
田
）

石
　
倉
　
正
　
樹 （
西
谷
地
）

髙
　
橋
　
ち
や
子 （
駅
前
一
）

阿
　
部
　
　
　
幸 （
十
日
町
）

佐
　
藤
　
富
　
江 （
下
当
上
）

池
　
田
　
智
　
也 （
旭
ヶ
丘
）

真
　
垣
　
ハ
ツ
代 （
六
日
町
）

斎
　
藤
　
昭
　
美 （
増
　
穂
）

三
　
浦
　
　
　
進 （
谷
地
下
）

仲
　
野
　
花
　
子 （
江
　
地
）

問
題

①
現
在
、小
学
校
に
整
備
さ
れ
て

い
る
タ
ブ
レッ
ト
の
台
数
は
？

Ａ 

１
１
２
台

Ｂ 

１
２
１
台

Ｃ 

２
１
１
台

　　
今
に
も
雨
が
落
ち
て
き
そ
う

な
梅
雨
空
の
下
、遊
佐
小
学
校

４
年
生
の
総
合
学
習
で
、「
八
ツ

②
遊
佐
小
４
年
生
の
総
合
学
習
で

「
ざ
っこ
し
め
」し
た
川
の
名
前
は
？

Ａ 

牛
渡
川

Ｂ 

西
通
川

Ｃ 

八
ツ
面
川

③
今
年
37
年
目
を
迎
え
た
遊

佐
地
区
の
事
業
の
名
前
は
？

Ａ 

ス
ポ
ー
ツ
広
場

Ｂ 

わ
く
わ
く
広
場

Ｃ 

わ
ん
ぱ
く
広
場

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

（
例
①
Ａ
　
②
Ｂ
　
③
Ｃ
）

そ
れ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、集

落
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
正
解
者
の
中
か
ら
10
名
様
に

あ
ぽ
ん
券（
３
枚
）を
、お
届
け

し
ま
す
。ご
応
募
い
た
だ
い
た

方
の
個
人
情
報
は
、こ
の
議
会

ク
イ
ズ
以
外
の
目
的
に
は
使

用
し
ま
せ
ん
）☆

　
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
答
え
の
ほ

か
議
会
へ
の
ご
要
望
、ご
意
見
を

い
た
だ
け
れ
ば
大
歓
迎
で
す
。

☆

　
あ
て
先
／
999―

８
３
０
１

　
　
遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
211

　
　
役
場
内
　
議
会
事
務
局

　
　
締
め
切
り
８
月
25
日

発
表
は
次
号
で
す
。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

9月定例議会のご案内
　遊佐町議会は、年間４回の定例議会が開催
されます。
　9月定例議会は、本会議と補正予算・決算
審査特別委員会が議場で行われます。
　一度傍聴してみませんか？

※変更する場合もございますので、傍聴の際はあらかじめ
議会事務局（☎７２－５８８９）にご確認ください。

9月定例議会の予定
９月 8 日㈫ 本会議・一般質問
９月 ９ 日㈬ 一般質問
９月10日㈭ 常任委員会
９月11日㈮ 補正予算審査特別委員会・決算上程
９月14日㈪ 常任委員会
９月15日㈫ 常任委員会
９月17日㈭ 決算審査特別委員会
９月18日㈮ 決算審査特別委員会・本会議

面
川
管
理
組
合
」の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
も
と
、八
ツ

面
川
で「
ざ
っ
こ
し
め
」を

初
体
験
。

　
捕
獲
網
を
持
つ
の
も
、

上
流
か
ら
追
い
込
む
の
も

初
め
て
の
子
ど
も
た
ち
で

す
が
、ほ
ど
な
く
歓
声
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
。

　
コ
ロ
ナ
禍
収
束
の
兆
し
が
見
え
、緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
時
、多

く
の
有
識
者
ら
は「
や
っ
と
感
染
症
に

向
き
合
う
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
」

と
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
意
に
反
し
、人
々
は
開
放
感
か
ら
感

染
症
の
真
の
姿
を
見
間
違
え
、新
た
な

リ
ス
ク
と
対
峙
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
ほ
ど
国
や
各
知
事
の
采
配
が

注
目
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。

　
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
私
た
ち

は
、こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

遊
佐
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
乗
り
切

り
た
い
も
の
で
す
。

阿
部
　
満
吉

　
　
　
発
　
行
　
人

　
　
　
　
議
　
　
長 

土
門
　
治
明

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
委 

員 

長 

阿
部
　
満
吉

　
　
　
　
副
委
員
長  

那
須
　
正
幸

　
　
　
　
委
　
　
員 

菅
原
　
和
幸

　
　
　
　
委
　
　
員 

齋
藤
　
　
武

　
　
　
　
委
　
　
員 

佐
藤
俊
太
郎

　
　
　
　
委
　
　
員 

本
間
　
知
広

編
集
室
よ
り遊佐小学校 4年生総合学習

関連記事 P.14
遊佐小学校 4年生総合学習

関連記事 P.14

吹浦防災センターへのアクセス改善
　　　　　　　　   （2年度補正予算）················ P.  2
町の事業と課題を問う（一般質問）···························· P.  4
コロナ禍関連支援金 ··············································· P.12
シリーズ遊佐人 ②·················································· P.13
議会クイズ・編集室より············································ P.14

6月定例会 た
い   

じ

　
収
獲
は
、絶
滅
危
惧
種
の
イ

バ
ラ
ト
ミ
ヨ
や
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
。

ヌ
マ
エ
ビ
に
混
じ
っ
て
ハ
グ
ロ
ト
ン

ボ
と
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
や
ご
。脱
皮

し
た
ば
か
り
の
モ
ク
ズ
ガ
ニ
も
。

　
観
察
を
終
え
た
あ
と
は
、川

に
放
流
し
ま
し
た
。

八ツ面川で　　ざっこしめ　

八ツ面川で　　ざっこしめ　



補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
採
決
結
果
コ
ロ
ナ
禍
関
連
支
援
金

遊

佐

人

令和₂年 8月 1日� （2）

菅
原
　
和
幸 

委
員

地
域
生
活
課
長

境
内
地
と
隣
接

調
整
事
項
は
な
い
か

問　

吹
浦
防
災
セ
ン
タ
ー
前

の
町
道
が
拡
幅
さ
れ
る
。

　

大
物
忌
神
社
吹
浦
口
の
宮

の
鳥
居
か
ら
は
国
指
定
史
跡

の
境
内
地
で
も
あ
り
、
そ
の

部
分
に
接
す
る
計
画
と
な
る

が
、
調
整
す
べ
き
事
項
は
な

い
の
か
。

答　

拡
幅
工
事
を
実
施
す
る

箇
所
は
、国
史
跡
「
鳥
海
山
」

の
範
囲
外
と
な
っ
て
お
り
、

史
跡
指
定
地
以
外
の
工
事
で

あ
れ
ば
、
工
事
着
手
に
支
障

那
須
　
正
幸 

委
員

地
域
生
活
課
長

町
道
拡
幅
で利便

性
向
上
を

問　

地
域
か
ら
も
強
い
要
望

が
あ
っ
た
町
道
布
倉
線
改
良

工
事
が
予
算
計
上
さ
れ
た
。

　

道
路
の
拡
幅
に
よ
り
吹
浦

防
災
セ
ン
タ
ー
へ
の
利
便
性

が
向
上
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

整
備
内
容
は
。

答　

計
画
し
て
い
る
路
線
は

吹
浦
防
災
セ
ン
タ
ー
前
の
ア

ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
。
施
設

建
設
時
に
拡
幅
工
事
を
行
っ

た
が
、
角
地
を
含
め
一
部
未

改
良
で
あ
り
、
緊
急
車
両
や

健
診
車
等
の
通
行
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
般
、
用
地
取
得
の
目
途

が
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
道
路

利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
道
路
幅
員
を
６
ｍ
に

拡
幅
し
、
角
地
に
隅
切
り
を

設
け
る
。
工
事
の
完
成
は
10

月
下
旬
を
目
指
し
て
い
る
。

布倉地内町道改良工事� 1040万円
新庁舎外構設計変更� 165万円

豚
ぶた
熱
ねつ
防止緊急支援

� 1058万円

公園遊具整備� 250万円
まちせんカフェ支援� 50万円

夢の桜街道札所看板設置
� 112万円

は
な
い
と
町
教
育
課
と
確
認

を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
史
跡
に
隣
接
す

る
場
所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

史
跡
の
価
値
を
損
な
わ
な
い

よ
う
、
景
観
に
配
慮
す
る
な

ど
十
分
な
調
整
を
行
い
な
が

ら
工
事
を
進
め
た
い
。

委 員 長　齋藤　　武
副委員長　本間　知広

補正のポイント
土 木

農 業

コミュニティ

観 光

吹浦防災センター アクセス改善
せまい町道を拡幅

大物忌神社前の吹浦防災センターに通ずる町道は、

幅員がせまく検診車等は切り返しを余儀なくされていた。

民地を購入し、町道を拡幅改良する。

拡幅される吹浦防災センター前道路

鳥海山大物忌神社
吹浦防災センター

道路拡幅

令和2年度 補正予算審査特別委員会 6月12日



補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
採
決
結
果
コ
ロ
ナ
禍
関
連
支
援
金

遊

佐

人

（3）� 遊佐町議会だより

佐
藤
俊
太
郎 
委
員

夢
の
桜
街
道
札
所

看
板
設
置
は

問　
「
東
北
・
夢
の
桜
街
道

札
所
」
の
看
板
が
中
山
河
川

公
園
内
に
設
置
予
定
で
あ
る
。

　

付
近
は
雪
の
吹
き
溜
ま
る

場
所
で
あ
り
、
通
学
路
と
も

接
し
て
い
る
。

　

住
民
と
十
分
話
し
合
い
、

支
障
の
な
い
場
所
を
設
定
す

べ
き
で
は
。

答　

東
北
地
域
の
10
自
治
体

が
連
携
し
、
外
国
人
旅
行
者

の
受
入
体
制
向
上
の
た
め
の

多
言
語
表
記
の
看
板
を
、
国

企
画
課
長

本
間
　
知
広 

委
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

な
ぜ
補
正
で

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
と
し
て
２
５
０
万
円
補
正

計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

集
落
の
遊
具
等
に
使
わ
れ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
当

初
予
算
に
盛
り
込
め
な
か
っ

た
の
か
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
収
益

を
原
資
に
行
う
事
業
で
、
前

年
の
10
月
に
申
請
し
、
事
業

採
択
決
定
が
３
月
末
か
ら
４

月
初
め
の
た
め
、
当
初
予
算

に
は
計
上
が
か
な
わ
な
い
。

　

事
業
採
択
さ
れ
た
場
合
は

従
来
か
ら
補
正
予
算
対
応
と

し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
服
部
興
野
地
内

の
青
葉
台
団
地
公
園
に
遊
具

を
設
置
す
る
。

企
画
課
長

赤
塚
　
英
一 
委
員

介
護
予
防
事
業
の

支
援
体
制
は

問　

介
護
保
険
特
別
会
計
の

現
状
を
見
れ
ば
、
介
護
予
防

の
考
え
方
は
大
切
と
思
う
。

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
各
地
域
に

広
げ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

令
和
元
年
度
立
ち
上
げ

た
西
遊
佐
地
区
の
「
ま
ち
せ

ん
カ
フ
ェ
」を「
通

※

所
型
サ
ー

健
康
福
祉
課
長

阿
部
　
満
吉 

委
員

イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
は

問　

イ
ノ
シ
シ
が
媒
介
す
る

と
さ
れ
る
「
豚

※

熱
」
を
水
際

で
防
ぐ
緊
急
対
策
支
援
と
は

ど
ん
な
も
の
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
か
ら
、
畜
産
関
係
者
の

負
担
が
増
え
る
の
で
は
。

答　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
が

改
正
さ
れ
、
野
生
動
物
の
侵

入
防
止
ネ
ッ
ト
等
の
設
置
が

今
年
の
11
月
ま
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。

産
業
課
長

髙
橋
　
冠
治 

委
員

高
額
で
は
な
い
の
か

設
計
監
理
委
託
料

問　

新
庁
舎
駐
車
場
等
の
外

回
り
工
事
が
、
無
散
水
消
雪

設
備
か
ら
通
常
の
舗
装
工
事

答　

当
初
予
算
の
外
構
工
事

は
、
環
境
省
の
補
助
制
度
が

廃
止
に
な
っ
た
た
め
、
通
常

の
舗
装
工
事
に
変
更
す
る
も

の
。

　

無
散
水
融
雪
設
備
を
除
く

こ
と
に
な
る
た
め
、
建
築
資

材
の
数
量
、
労
務
費
等
の
積

算
を
や
り
直
し
、
設
計
書
の

変
更
規
模
が
大
き
く
な
る
こ

と
に
よ
る
。

総
務
課
長

※�

豚ぶ
た

熱ね
つ

…
人
間
の
伝
染
病
コ
レ
ラ

と
区
別
す
る
た
め
名
称
を
豚
コ

レ
ラ
か
ら
変
更
。
人
間
に
は
感

染
し
な
い
。

の
支
援
を
活
用
し
設
置
す
る
。

　

設
置
場
所
は
、
洗
沢
橋
の

バ
ス
停
周
辺
を
予
定
し
て
い

る
が
、
通
学
等
に
支
障
が
な

く
、
来
訪
者
か
ら
目
に
つ
き

や
す
い
場
所
を
、
地
元
集
落

関
係
者
と
十
分
協
議
し
て
選

定
し
た
い
。

　

緊
急
対
策
支
援
と
は
、
豚

舎
へ
の
侵
入
防
止
柵
を
設
置

す
る
場
合
、
費
用
の
２
分
の

１
を
、
１
個
人
２
法
人
に
補

助
す
る
も
の
で
そ
の
負
担
を

な
る
べ
く
少
な
く
す
る
た
め

の
制
度
で
あ
る
。

ビ
ス
Ｂ
」
と
し
て
運
営
・
継

続
し
て
い
く
た
め
の
経
費
を

計
上
し
た
。

　

西
遊
佐
地
区
で
は
訪
問
型

の
エ
プ
ロ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
あ

わ
せ
て
介
護
予
防
・
生
活
支

援
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
て

お
り
、
他
地
区
で
も
実
情
に

合
っ
た
体
制
づ
く
り
が
な
さ

れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

※�

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
…
住
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と
な
り
、

自
主
運
営
す
る
通
所
型
の
介
護

予
防
事
業
。
町
で
は
百
歳
体
操

や
食
事
支
援
を
し
て
い
る
。

に
変
更
に
な
る
こ
と
で
、
設

計
監
理
委
託
料
が
１
６
５
万

円
増
額
補
正
さ
れ
た
。

　

工
事
費
は
減
額
に
な
る
の

に
、
面
積
を
勘
案
し
て
も
高

額
で
は
。

桜街道札所　看板イメージ

新庁舎駐車場　イメージ図
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令和₂年 8月 1日� （4）

佐藤　光保 議員   Ｐ５
　◎ 小学校統合は₃密では

那須　正幸 議員   Ｐ５
　◎ 避難所での感染予防対策は
　○�コロナウイルスと共に生きていく中で、新たな事
業展開に必要な補助は

菅原　和幸 議員   Ｐ６
　◎外部事業評価をさらに活かすべき
　○（仮称）遊佐高校コミュニティ・スクール

本間　知広 議員   Ｐ６
　◎新型コロナウイルスに係る今後の経済対策は

斎藤弥志夫 議員   Ｐ７
　◎栄橋、スポーツ広場のトイレと事務所の解体
　○給食費の半額助成

阿部　満吉 議員   Ｐ７
　◎危険家屋対策を

齋藤　　武 議員   Ｐ８
　◎ コロナ対応　教育行政も能動的に

佐藤俊太郎 議員   Ｐ８
　◎ひとり₁台端末を整備せよ
　○�新型コロナウイルスによる緊急事態宣言下の学校
教育

髙橋　冠治 議員   Ｐ９
　◎早急にPATの位置を確定せよ
　○今後の町のイベント等のあり方は

松永　裕美 議員   Ｐ９
　◎ 「ユザ・カー」の導入を
　○�ウィズコロナ・アフターコロナにおける幼・保・
小・中学生の人権に配慮した教育

赤塚　英一 議員   Ｐ10
　◎社会インフラ整備の考え方は

一
般
質
問

11
議
員
登
壇
６
月
９
日
・
10
日

町
の
事
業
と
課
題
を
問
う

　町の行政全般にわたって、問題や課題
を明らかにし、政策の改善や新規の政策
の採用を求めるために行います。

一般質問とは

一般質問通告の要旨
◎＝記事掲載あり　○＝記事掲載なし

（通　告　順）

再認定を目指して ジオパーク議会
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小
学
校
統
合
は
３
密
で
は

佐
さ
藤
とう
　光
みつ
保
やす

議員

日
頃
か
ら
の
予
防
策
が
重
要

教育長

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見

通
せ
な
い
中
で
、
い
ま
何
よ

り
必
要
な
の
は
、
苦
境
に
立

つ
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
抜

く
政
策
に
切
り
替
え
る
こ
と

と
考
え
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
「
＃
少
人
数
ク

ラ
ス
で
ゆ
と
り
あ
る
教
室

を
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

感
染
防
止
の
た
め
の
学
級
少

人
数
化
を
恒
常
的
な
も
の
に

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る

中
で
、
小
学
校
５
校
統
合
は

い
わ
ゆ
る
「
３
密
」
へ
と
逆

行
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

教
育
長　

小
学
校
の
統
合
に

よ
り
、
ク
ラ
ス
当
た
り
の
児

童
数
が
多
く
な
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
現
遊
佐
小

を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
統
合
に

よ
り
ク
ラ
ス
数
が
増
え
る
た

め
、
ク
ラ
ス
当
た
り
の
児
童

数
が
逆
に
少
な
く
な
る
学
年

も
出
て
く
る
。

　

３
密
の
中
で
も
特
に
密
集

を
避
け
る
た
め
の
少
人
数
ク

ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
県
の
独

自
施
策
で
あ
る
「
さ
ん
さ
ん

プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、
通
常
１

学
級
40
人（
１
年
生
は
35
人
）

の
基
準
に
対
し
て
33
人
の
少

人
数
学
級
編
制
を
採
用
し
て

お
り
、
よ
り
密
に
な
ら
な
い

制
度
を
取
っ
て
い
る
。

　

日
頃
か
ら
の
予
防
指
導
と

感
染
拡
大
の
対
応
策
を
し
っ

か
り
と
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

避
難
所
で
の
感
染
予
防
対
策
は

那
な
須
す
　正
まさ
幸
ゆき

議員

命
を
守
る
避
難
を
第
一
に

町長

問　

密
閉
・
密
集
・
密
接
の

３
密
を
防
ぎ
な
が
ら
の
新
し

い
生
活
様
式
の
中
で
、
自
然

災
害
が
発
生
し
た
時
、
ど
の

よ
う
に
避
難
し
対
応
す
れ
ば

よ
い
の
か
。

　

感
染
症
と
災
害
の
ダ
ブ
ル

被
害
を
防
ぐ
た
め
の
「
分
散

避
難
所
」
の
設
置
と
、
避
難

所
で
の
備
品
や
物
資
運
搬
、

健
康
管
理
は
誰
が
す
る
の
か
、

ま
た
体
調
不
良
者
が
出
た
時

の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
足
り

な
い
備
蓄
品
の
整
備
等
、
防

災
マ
ッ
プ
に
無
い
新
た
な
課

題
が
出
て
い
る
。

　

町
指
定
の
避
難
場
所
で
は
、

備
蓄
品
の
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
が
町
民
へ
の
周
知
と
備
蓄

品
の
整
備
な
ど
、
対
応
が
必

要
と
考
え
る
が
。

町
長　

国
・
県
が
示
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
避

難
所
で
の
３
密
を
防
ぐ
た
め
、

分
散
避
難
や
、
被
災
し
て
い

な
い
親
戚
や
友
人
宅
へ
の
避

難
、
感
染
防
止
を
考
慮
し
た

避
難
所
レ
イ
ア
ウ
ト
の
作
成

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
避
難
所
の
衛
生
管

理
の
た
め
の
資
機
材
の
確
保
、

避
難
所
内
で
の
マ
ス
ク
着
用

や
手
洗
い
の
励
行
と
体
調

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
な
ど
の
感

染
予
防
の
徹
底
、
体
調
不
良

者
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な

ど
の
避
難
者
の
健
康
管
理
対

応
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

国
・
県
等
が
示
し
た
対
策
を

基
に
、
対
応
し
た
い
。

　

資
機
材
の
備
蓄
は
、
国
の

交
付
金
等
を
活
用
し
、
十
分

な
量
を
確
保
す
る
。
県
・
近

隣
市
町
と
情
報
共
有
し
な
が

ら
、
広
報
等
に
よ
り
町
民
や
、

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、

自
主
防
災
会
へ
情
報
発
信
し

て
い
く
。

防災ガイドマップ　改めて備えの確認を

身体的距離を確保した座席配置のイメージ
（文部科学省HPより）

机

1～2ｍ

児童生徒

身体的距離を確保した座席配置のイメージ
（文部科学省HPより）
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外
部
事
業
評
価
を

　
　
　
さ
ら
に
活
か
す
べ
き

菅
すが
原
わら
　和
かず
幸
ゆき

議員

実
施
計
画

予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
る

町長

問　

行
政
事
務
の
評
価
制
度

は
、
平
成
16
年
度
か
ら
取
り

組
み
、
22
年
度
か
ら
は
外
部

評
価
委
員
が
評
価
す
る
制
度

を
導
入
し
て
い
る
。

　

新
庁
舎
建
設
が
進
む
な
か
、

町
の
事
業
は
「
遊
佐
町
総
合

発
展
計
画
」
に
基
づ
き
３
年

サ
イ
ク
ル
の
実
施
計
画
に
沿

い
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

借
金
で
あ
る
地
方
債
の
活

用
に
は
、
健
全
な
財
政
状
況
の

維
持
が
肝
要
で
あ
る
。
事
業
の

見
直
し
を
行
い
、
継
続
す
べ
き

事
業
を
守
る
た
め
、
支
出
を

抑
制
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

　
「
選
択
と
集
中
」
を
図
る

に
は
、
振
興
計
画
策
定
の
段

階
に
お
い
て
、
内
部
評
価
の

ほ
か
外
部
評
価
委
員
の
評
価

を
さ
ら
に
活
か
す
べ
き
。

町
長　

行
政
評
価
は
、
毎
年

６
月
に
職
員
が
前
年
度
事
業

の
評
価
を
行
い
、
事
業
の
目

的
、
目
標
、
達
成
度
を
数
値

化
し
、
効
果
が
適
正
に
表
れ

て
い
る
か
、
効
果
が
出
て
な

い
と
す
れ
ば
問
題
点
は
な
に

か
な
ど
を
検
証
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
町
民
を
委
員
と
す

る
「
外
部
評
価
」
を
行
い
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
な
げ
て

い
る
。
こ
の
一
連
の
取
組
み

を
評
価
シ
ー
ト
に
ま
と
め
、

実
施
計
画
の
策
定
・
予
算
編

成
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
で
も
、
外
部
評
価
委

員
に
新
た
な
メ
ン
バ
ー
が
加

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な

視
点
に
よ
る
新
た
な
課
題
な

ど
、
事
業
の
見
直
し
に
結
び

つ
い
て
い
る
。

　

次
年
度
の
各
事
業
の
計
画

づ
く
り
を
す
る
上
で
、
判
断

材
料
と
な
る
行
政
評
価
に
今

後
も
努
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る

　
　
　
今
後
の
経
済
対
策
は

本
ほん
間
ま
　知
とも
広
ひろ

議員

切
れ
目
の
な
い

　
　
　

支
援
策
を
実
施

町長

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
で
人
の
移

動
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
全
国
的
に
経
済
活
動
が
ほ

ぼ
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

　

現
在
は
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
、
休
業
要
請
も
段

階
的
に
緩
和
さ
れ
て
き
て
は

い
る
も
の
の
、
営
業
を
再
開

す
る
に
も
３
密
を
避
け
る
な

ど
の
新
し
い
生
活
様
式
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
町
は
第
１
次
、

２
次
の
対
策
を
行
っ
て
き
て

い
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
と
共
存

し
な
が
ら
経
済
活
動
を
維
持

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
の
中
で
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、
長
期
的

に
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
経
済

支
援
策
に
加
え
、
新
た
な
生

活
様
式
に
対
応
す
る
店
舗
等

の
改
装
費
な
ど
に
支
援
し
た
い
。

　

ま
た
、
０
～
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
保
護
者
に
対
し
、

子
ど
も
１
人
当
た
り
３
万
円

を
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ

の
支
援
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
行
な
ど
を
行
い
た
い
。

　

さ
ら
に
秋
ご
ろ
に
は
、
第

４
次
の
経
済
対
策
と
し
て
観

光
業
や
宿
泊
業
を
対
象
に
実

施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お

り
、
町
民
目
線
で
の
年
間
を

通
し
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

感染防止 ビニールカーテン
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（7）� 遊佐町議会だより

栄
橋
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の

　
　
　
ト
イ
レ
と
事
務
所
の
解
体

斎
さい
藤
とう
弥
や
志
し
夫
お

議員

優
先
度
を
考
慮
し

　
　
　

計
画
的
に
対
応

町長

問　

町
づ
く
り
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
町
内
の
景
観
を
保

つ
必
要
が
あ
る
。
白
木
の
栄

橋
は
老
朽
化
し
、
危
険
な
た

め
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
。

す
ぐ
に
解
体
・
撤
去
す
る
の

が
妥
当
で
あ
る
。

　

比
子
下
モ
山
の
横
断
歩
道

橋
は
サ
ビ
だ
ら
け
と
な
っ
て

老
朽
化
が
激
し
く
２
年
ほ
ど

前
に
解
体
さ
れ
た
が
、
隣
接

す
る
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
入
り

口
付
近
に
あ
る
ト
イ
レ
と
事

務
所
も
景
観
が
悪
く
、
解

体
・
撤
去
す
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
対
処
療
法
的
な
修
繕
か
ら
、

予
防
保
全
的
な
修
繕
へ
移
行

し
、
コ
ス
ト
縮
減
と
予
算
の

平
準
化
を
図
る
目
的
と
し
て
、

平
成
25
年
３
月
に
「
橋
梁
長

寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
て

い
る
。

　

栄
橋
は
計
画
策
定
時
、
木

橋
部
の
桁
・
支
承
部
に
劣
化

が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
通
行

止
め
に
し
て
い
る
。
栄
橋
の

撤
去
は
、
振
興
計
画
で
、
令

和
３
年
度
よ
り
取
り
壊
し
の

た
め
の
調
査
・
設
計
に
着
手

し
、
撤
去
工
事
を
実
施
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
遊
佐
町
民
ス
ポ
ー

ツ
広
場
の
西
コ
ー
ト
入
り
口

付
近
に
あ
る
ト
イ
レ
と
事
務

所
も
経
年
劣
化
が
だ
い
ぶ
進

ん
で
い
る
た
め
、
今
後
の
予

算
的
な
優
先
度
を
考
慮
し
、

計
画
的
に
対
応
し
た
い
。

危
険
家
屋
対
策
を

阿
あ
部
べ
　満
みつ
吉
よし

議員
早
い
段
階
で
の
予
防
対
策
が
重
要

町長

問　
『
遊
佐
町
の
主
要
施
策

２
０
２
０
』
が
配
布
さ
れ
て

い
る
。

　

６
つ
の
基
本
目
標
の
２
番

目
に
、
移
住
・
定
住
の
促
進

で
若
者
向
け
住
宅
や
ア
パ
ー

ト
建
設
の
誘
導
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
町
の
中
心
部
に
集

中
し
て
い
な
い
か
。

　

郊
外
の
集
落
で
は
、
空
き

家
や
危
険
家
屋
を
か
か
え
、

集
落
の
維
持
を
考
え
れ
ば
、

郊
外
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や

新
築
支
援
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
。
ま
し
て
や
利
活
用

で
き
な
い
危
険
空
き
家
の
放

置
は
、
近
隣
住
民
へ
の
被
害

だ
け
で
な
く
、
町
の
魅
力
を

損
な
う
も
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

令
和
元
年
度
の
空
き

家
実
態
調
査
件
数
は
、

５
１
５
件
の
う
ち
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
る
「
Ｄ
ラ
ン
ク
」

が
１
８
３
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

危
険
空
き
家
の
対
応
は
、

遊
佐
町
空
き
家
等
対
策
計
画

の
中
で
定
め
て
い
る
が
、
空

き
家
は
個
人
の
財
産
な
の
で
、

早
い
段
階
で
予
防
対
策
を
と

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

空
き
家
の
適
正
管
理
や
相

続
登
記
の
さ
ら
な
る
周
知
を

所
有
者
に
図
る
と
と
も
に
、

支
援
制
度
と
し
て
、
空
き
家

の
見
回
り
や
修
繕
等
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
、
解
体
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
所
有
者
不
在
で
危

険
性
が
差
し
迫
っ
て
い
る
危

険
空
き
家
は
、
町
が
必
要
最

低
限
の
応
急
措
置
や
、
場
合

に
よ
っ
て
は
解
体
や
跡
地
利

用
を
検
討
す
る
。

潮風を感じる暮らしを（十里塚地内 空き家）

崩落して危険な栄橋（日向川河口付近）

令和元年度　遊佐町空き家実態調査
（企画課定住促進係）

ランク 老朽度、危険度 戸数

A 小規模の修繕で利用可能 107

B 管理が行き届いてないが
当面危険がない 102

C 今すぐの危険性ないが
老朽化が著しい 123

D 危険が切迫していて
解体が必要 183

合　計 515
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コ
ロ
ナ
対
応

　
　
　
教
育
行
政
も
能
動
的
に

齋
さい
藤
とう
　　武

たけし

議員

教
育
計
画
の

　
　
　

見
直
し
も
必
要

教育長

問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
教

育
の
場
に
も
影
を
落
と
し
た
。

例
え
ば
、
休
校
に
よ
り
失
わ

れ
た
授
業
時
間
数
を
ど
う
確

保
す
る
か
は
、
子
ど
も
た
ち

の
将
来
に
も
関
わ
る
重
要
課

題
で
あ
る
。

　

一
方
、「
コ
ロ
ナ
前
」
に

た
だ
戻
す
の
で
は
な
く
、
そ

の
見
直
し
も
必
要
で
は
な
い

か
。
と
り
わ
け
中
学
校
で
は

学
力
を
つ
け
る
た
め
の
時
間

を
保
障
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
定
期
試
験
前
３
日
間

だ
け
の
部
活
動
停
止
期
間
の

延
長
や
、
放
課
後
に
自
由
に

先
生
に
質
問
で
き
る
時
間
の

確
保
な
ど
、
検
討
す
べ
き
点

は
多
い
。

　

こ
れ
ら
に
教
育
委
員
会
は

よ
り
能
動
的
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
。

教
育
長　

学
校
の
臨
時
休
業

に
よ
る
学
習
時
間
は
、
登
校

日
数
の
余
裕
分
を
あ
て
る
こ

と
や
夏
休
み
の
短
縮
、
さ
ら

に
は
学
校
行
事
等
の
見
直
し

対
応
に
よ
り
、
授
業
時
数
を

確
保
で
き
て
い
る
。

　

今
後
、
さ
ら
に
臨
時
休
業

に
よ
る
対
応
を
迫
ら
れ
た
場

合
は
、
教
育
計
画
の
見
直
し

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

対
応
策
は
、
国
が
進
め
て

い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
よ
る
、
ひ
と
り
１
台
端

末
の
活
用
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
ま
た
、
も
し
履
修
で
き

な
い
学
習
内
容
が
あ
る
場
合

は
、
計
画
的
に
次
の
学
年
に

振
り
替
え
る
こ
と
な
ど
の
検

討
も
考
え
ら
れ
る
。

　

中
学
生
の
学
力
向
上
の
た

め
の
方
策
は
、
定
期
試
験
前

の
部
活
動
停
止
期
間
の
見
直

し
も
含
め
、
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
。

ひ
と
り
１
台
端
末
を
整
備
せ
よ

佐
さ
藤
とう
俊
しゅん
太
た
郎
ろう

議員

令
和
２
年
度
中
の

導
入
を
準
備　

  

教育長

問　

遊
佐
町
総
合
発
展
計
画

に
よ
り
「
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ

整
備
事
業
」
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
現
時
点
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
見
通
し
は
。

　

緊
急
事
態
宣
言
下
の
休
校

時
、
全
国
的
に
は
家
庭
学
習

に
お
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の

デ
ジ
タ
ル
教
材
等
を
利
用
し

た
例
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

町
で
も
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
等
の
機
材
を
令
和
２

年
度
中
に
整
備
で
き
な
い
も

の
か
。

教
育
長　

小
学
校
で
は
、
平

成
24
年
度
か
ら
の
学
習
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
よ

り
、
各
小
学
校
に
１
ク
ラ
ス

分
程
度
の
台
数
が
確
保
さ
れ

て
お
り
、
全
町
で
１
２
１
台

整
備
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

は
、
令
和
元
年
度
ま
で
の
端

末
更
新
に
あ
わ
せ
、
新
学
習

指
導
要
領
で
必
須
化
さ
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
に
対

応
す
る
学
習
支
援
ソ
フ
ト
も

導
入
し
た
。

　

ま
た
、
大
型
掲
示
装
置
で

あ
る
「
電
子
黒
板
」
は
、
２

年
度
整
備
予
定
の
高
瀬
小
と

吹
浦
小
の
分
を
加
え
る
と
、

各
小
学
校
に
２
台
ず
つ
、
中

学
校
に
は
３
台
の
導
入
と
な

り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
と

連
携
し
た
授
業
支
援
を
進
め

て
い
る
。

　

２
年
度
は
、
蕨
岡
小
の
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
を
強
化
し
、
国

が
提
唱
す
る「
ひ
と
り
１
台
」

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

これからは ひとり１台に…
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早
急
に
Ｐ

※

Ａ
Ｔ
の
位
置
を
確
定
せ
よ

髙
たか
橋
はし
　冠
かん
治
じ

議員

着
実
な
前
進
に
向
け
取
り
組
む

町長

問　

町
の
こ
れ
か
ら
の
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
Ｐ
Ａ
Ｔ

の
位
置
が
未
だ
に
確
定
さ
れ

て
い
な
い
。

　

令
和
５
年
度
中
に
は（
仮
）

遊
佐
鳥
海
Ｉ
Ｃ
ま
で
開
通
す

る
見
込
み
で
あ
り
、
整
備
に

は
５
～
６
年
を
要
す
る
。

　

用
地
買
収
・
各
省
庁
の
補

助
制
度
の
活
用
・
県
道
移
設

等
、
最
低
で
も
今
年
中
に
Ｐ

Ａ
Ｔ
の
位
置
を
確
定
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

ま
た
高
速
道
路
か
ら
の
取

り
付
け
道
路
用
地
は
す
で
に

国
が
買
収
済
み
で
町
の
計
画

に
よ
っ
て
は
、
変
更
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
難
題

を
ど
う
解
決
し
て
行
く
の
か
。

町
長　

国
の
緊
急
事
態
宣
言

解
除
を
受
け
、
県
も
移
動
の

自
粛
要
請
を
緩
和
し
た
こ
と

か
ら
、
６
月
２
日
に
県
庁
、

庄
内
総
合
支
庁
、
酒
田
河
川

国
道
事
務
所
を
訪
問
し
、
支

援
・
協
力
を
要
請
し
て
き
た
。

今
後
各
所
管
に
お
い
て
具
体

的
な
調
整
が
進
む
と
考
え
て

い
る
。

　

Ｐ
Ａ
Ｔ
計
画
は
、
２
月
６

日
に
日
沿
道
の
全
線
開
通
予

定
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

踏
ま
え
、
着
実
な
前
進
に
向

け
、
迅
速
か
つ
丁
寧
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

現
在
、
要
望
書
の
内
容
を

鋭
意
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
整
い
次
第
国
・
県

に
提
出
し
た
い
。

※�

Ｐ
Ａ
Ｔ
…
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

タ
ウ
ン
の
略
。
高
速
道
路
へ
休

憩
施
設
と
し
て
、
新
た
な
「
道

の
駅
」
を
町
で
検
討
し
て
い
る
。

「
ユ
ザ
・
カ
ー
」
の
導
入
を

松
まつ
永
なが
　裕

ゆ
美
み

議員

高
齢
者
の
移
動
手
段
の

　
　
　

確
保
は
重
要
課
題

町長

問　

町
の
高
齢
化
率
が
40
％

を
超
え
た
現
状
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
も
想
定
し
、

町
民
が
来
庁
し
諸
手
続
き
を

す
る
と
は
逆
の
発
想
で
、
行

政
側
が
各
集
落
へ
訪
問
す
る

今
ま
で
に
な
い
「
ユ
ザ
・

カ
ー
」
を
提
案
し
た
い
。

　

運
転
免
許
を
返
納
し
た
高

齢
者
や
、
体
が
不
自
由
な
方

へ
出
向
く
手
段
、
八
幡
地
区

で
運
用
さ
れ
た
、
民
間
活
力

に
よ
る
買
い
物
支
援
な
ど
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
こ
れ
か
ら

は
必
要
に
な
る
の
で
は
。

　

子
育
て
支
援
の
た
め
の
移

動
図
書
館
も
魅
力
的
。

町
長　

職
員
が
日
常
的
に
利

用
可
能
な
公
用
車
は
現
在
33

台
で
、
効
率
的
な
運
行
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

仮
に
こ
の
公
用
車
を
今
回
提

案
の
多
目
的
に
使
え
る
「
ユ

ザ
・
カ
ー
」
に
活
用
す
る
と

想
定
し
た
場
合
、
日
常
業
務

と
の
調
整
や
、
物
品
の
販
売

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
な
じ
ま

な
い
な
ど
、
い
く
つ
か
の
大

き
な
課
題
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
で
、
高
齢
化
が
進
み
、

運
転
免
許
を
返
納
す
る
な
ど
、

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

は
町
に
と
っ
て
大
変
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
無

料
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
、

あ
る
い
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

の
増
量
配
布
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

計画当初（平成26年度）PATイメージ図

現在運行の公用車
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社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
考
え
方
は

赤
あか
塚
つか
　英
えい
一
いち

議員

優
先
順
位
を
つ
け

　
　

計
画
的
に
対
応

町長

問　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
生
活
様
式
や

意
識
が
大
き
く
変
わ
り
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
も
従
来
の
考
え

と
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。

　

普
段
も
不
要
不
急
の
外
出

を
控
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た「
テ
レ
ワ
ー
ク
」

や「
リ
モ
ー
ト
授
業
」「
ｗ
ｅ
ｂ

会
議
」
な
ど
が
一
気
に
日
常

に
な
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
急

で
、
変
化
に
対
応
し
た
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
は
脆
弱
な
ま
ま

で
は
な
い
か
。

　

変
化
に
対
応
し
た
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
は
急
務
だ
が
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
あ
り
方
と

今
後
は
。

町
長　

町
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

整
備
は
、
振
興
計
画
に
よ
り

計
画
的
に
整
備
し
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
早
期
の
収
束
を
強
く
望

ん
で
い
る
が
、
感
染
予
防
に

努
め
る「
新
た
な
生
活
様
式
」

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
今

後
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
新

た
な
生
活
様
式
を
念
頭
に
お

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
例
と
し
て
は
、
観
光

宿
泊
施
設
の
個
室
化
な
ど
、

感
染
症
対
策
の
み
な
ら
ず
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
・
多

様
化
に
対
応
し
た
整
備
が
必

要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
の

避
難
所
の
設
置
や
運
営
な
ど

は
、
従
来
の
想
定
で
は
対
応

で
き
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
計
画
的

に
対
応
し
た
い
。

変化に対応した社会インフラ整備を

　　　　　　議員名　　　　　　　　　

 議　　案

本
間　

知
広

那
須　

正
幸

佐
藤
俊
太
郎

佐
藤　

光
保

齋
藤　
　

武

松
永　

裕
美

菅
原　

和
幸

赤
塚　

英
一

阿
部　

満
吉

髙
橋　

冠
治

斎
藤
弥
志
夫

土
門　

治
明

議決結果
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発議4号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：₀）
発議5号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：₀）

５月臨時会
議34号〜37号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：₀）
議38号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：₀）

７月臨時会
議54号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：₀）

６月定例会　採決状況一覧　○賛成　×反対　議長（土門治明）は採決に加わらない

反
対
討
論

議46号　遊佐町立学校設置条例の改正に反対　　佐藤　光保　議員
　新型コロナウイルス感染症による影響後は、子ども一人ひとりを大切にする手厚い教育が求
められるところ、密集することは感染症に対して脆弱であると言われ、終息まで４、５年を要
するとの見通しもある。本条例改正のごとき重大な変更は、より落ち着いた環境の下で審議す
るべきで、本件は拙速のそしりを免れない。
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（11）� 遊佐町議会だより

６月定例会の議案内容（令和２年度補正予算他、16件）

５月臨時会【５月８日】の議案内容（専決処分４件、補正予算１件)

７月臨時会【７月７日】の議案内容（補正予算１件）

議案番号 議　案　名 内　　容

議39〜42号 令和₂年度一般会計予算、国民健康保険・介護保険・
水道事業会計補正予算 P₂〜₃に審議内容を掲載

議43号 遊佐町税条例の一部を改正する条例の制定 コロナ禍の影響から、徴収猶予の特例や、非課税期
間の延長を規定

議44号 遊佐町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定

保険税算定方式から資産割をなくすとともに、コロ
ナ禍に係る減免規定を整備

議45号 遊佐町都市計画税条例の一部を改正する条例の制定 コロナ禍の影響により、地方税法の改正を受け、特
例規定を新設

議46号 遊佐町立学校設置条例の一部を改正する条例の制定 ₅小学校を統合、校名を町立遊佐小学校とし、現在
の遊佐小学校の位置に設置

議47号 遊佐町介護保険条例の一部を改正する条例の制定 介護保険施行令の改正により、第１号被保険者の減
免措置に対応

議48号 遊佐町新型インフルエンザ等対策本部条例の一部を
改正する条例の制定 新型コロナウイルスの感染防止対策を強化

議49号 遊佐町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 新型コロナウイルスに感染した被保険者の傷病手当
（保険給付）を規定

議50号 遊佐町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正す
る条例の制定

新型コロナウイルスに感染した被保険者の傷病手当
申請書の提出を規定

議51号 新庁舎前道路新設改良工事請負契約の締結 新庁舎建設にともない、道路新設を6193万円で契約
を締結

議52号 除雪ドーザの取得 除雪ドーザ₈t級（除雪幅2.6ｍ）を1095万円で取得

議53号 消防ポンプ自動車の取得 稲川地区に配備する消防ポンプ自動車を2244万円で
取得

発議₄号 常任委員会及び議会運営委員会の調査等 議会閉会中の各常任委員会・議会運営委員会の現地
調査及び視察調査を決議

発議₅号 新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書 町に対し、要望書を提出
₇月₁日臨時号・議会ホームページを参照

議案番号 議　案　名 内　　容

議34号 令和元年度一般会計補正予算の専決処分 新年度にあたり、繰越明許や各種積立金への積み立
ての専決処分を承認

議35号 遊佐町税条例等の一部改正の専決処分 地方税法の改正により、字句等を改正

議36号 遊佐町国民健康保険税条例の一部改正の専決処分 地方税法の改正により、保険税上限を改正

議37号 遊佐町都市計画税条例一部改正の専決処分 元号が令和になったことから字句等を改正

議38号 令和₂年度一般会計補正予算 新型コロナウイルス感染症対策等14億3100万円を追
加し105億1700万円とした

議案番号 議　案　名 内　　容

議54号 令和₂年度一般会計補正予算
新型コロナウイルス感染症対策として、町独自のプレ
ミアム付商品券発行に7767万円、子育て応援給付金
6516万円など1億9800万円を増額し、107億4900万円に

６月定例会の傍聴者数
日　　程 内　　容 男 女 計
₆月₉日㈫ 本会議・一般質問 ₆ ₂ ₈
₆月10日㈬ 一般質問、各会計補正予算・条例案件・事件案件上程 ₂ ₃ ₅
₆月12日㈮ 補正予算審査特別委員会・本会議 ₁ ₀ ₁
計 ₉ ₅ 14

５月臨時会の傍聴者数
日　　程 内　　容 男 女 計
₅月₈日㈮ 本会議 ₁ ₀ ₁

７月臨時会の傍聴者数
日　　程 内　　容 男 女 計
₇月₇日㈫ 本会議 1 ₀ 1

（単位：人）
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令和₂年 8月 1日� （12）

コロナ禍
関連支援金を 見逃さないで

コロナ感染症に屈しないために、子育て世帯・小規模事業者に支援。
詳しい内容は町の広報やホームページでご確認ください。

子育て応援給付金
ゆざっ子応援給付金
・平成14年４月２日〜令和３年３月31日までに出生した子どもの保護者
  （生計が同一なときは町外居住でも可）
・子ども１人につき３万円
※児童手当受給者（公務員以外）は申請の必要はありませんが、申請が必要な方には申請書が町から送付されます。

ひとり親家庭応援給付金（ゆざっ子応援給付金と重複可）
18歳（高校３年生）までの子どものいるひとり親家庭１世帯に
５万円を給付。さらに、国からの支援も予定されています。
※対象者に町から申請書が送付されます。　

遊佐高生応援給付金　
・町外から遊佐高校に通学する生徒の保護者
・子ども１人につき３万円　
◎問い合わせ／健康福祉課 子育て支援係 ☎72-5897

小規模事業者　新・生活様式対応支援補助金
対 象 者： 小売業、飲食業、宿泊業、サービス業などの小規模事業者
対象経費： アクリル板、ビニールカーテン、ドアノブ改修など
 感染防止に係る経費　　
補 助 額： ２万円から20万円を上限に。
 ４月７日にさかのぼり、全額支援（1000円未満は自己負担）
申込期限： 令和３年１月15日まで
◎問い合わせ／産業課 産業創造係 ☎72-4522

プレミアム付商品券
額面500円商品券28枚１セット14000円分を１万円で１世帯２セットまで購入可
夏販売 好評販売中　使用期間　10月４日㈰まで
 遊佐町商工会（遊佐駅ゆざっとプラザ内）
 ・８月２日㈰ 9：00〜13：00
 ・８月３日㈪〜８月21日㈮ 9：00〜17：00
 ※但し、8㈯・9㈰・10（祝・月）・15㈯・16㈰は除きます
冬販売 11月中旬頃に予定しております。
◎問い合わせ／遊佐町商工会 ☎72-4422、産業課 産業創造係 ☎72-4522

遊佐町役場 検 索

▲遊佐町
 役場HP
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（13）� 遊佐町議会だより

　

遊
佐
地
区
は
平

野
部
11
、
中
山
間

部
14
、
山
間
部
７

の
32
集
落
が
あ
り
、

約
１
５
０
０
世
帯
に
、

お
よ
そ
４
３
０
０

名
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
、

公
民
館
制
度
の
廃

止
を
受
け
、「
遊

佐
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
」
を
拠
点

と
し
て
、
遊
佐
地

域
づ
く
り
協
議
会

が
運
営
を
担
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
組

織
体
系
や
運
営
の

あ
り
方
を
検
証
し

な
が
ら
、
地
区
独

防
災
と

わ
ん
ぱ
く

月
光
川
と
と
も
に

地
域
の
つ
な
が
り

鳥
海
山
が
あ
っ
て

町
に
望
む
こ
と

議
会
に
望
む
こ
と

～
伝
統
を
、
ひ
と
を
、
未
来
へ
～

遊
佐
地
域
づ
く
り
協
議
会

自
の
課
題
の
解
決
や
地
区
の

特
性
に
応
じ
た
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

◆
特
徴
的
な
事
業
と
し
て
、

全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
多

発
す
る
な
か
、
地
域
の
自
主

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
総・
・
・
・
・
・

合
実
践
訓
練
を
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆
郷
土
の
自
然
学
習
な
ど
を

通
じ
、
子
ど
も
た
ち

と
地
域
住
民
と
が
ふ

れ
あ
い
、
よ
り
地
元

を
愛
す
る
心
を
育
て

よ
う
と
す
る
「
わ・
ん・

ぱ・
く・
広・
場・
」
は
、
今

年
で
37
年
目
を
迎
え
、

当
時
の
子
ど
も
た
ち

は
現
在
親
と
な
っ
て

事
業
の
運
営
に
協
力

す
る
な
ど
、
世
代
を

超
え
て
続
く
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
遊
佐
弁
は
地
区
に
よ
っ
て
趣
が
変
わ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
遊
佐
弁
で
語
る

遊
佐
人
に
会
い
に
行
き
ま
す
。
２
回
目

は
遊
佐
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
す
。

遊佐地域づくり協議会 スタッフ

わんぱく広場そうめん流し

避難所開設研修・段ボールベッドを作る

 

❷

Yuzajin

シリーズ

　

月
光
川
の
流
れ
に
沿
っ
て

拓
い
た
水
田
地
帯
と
、
歴
史

文
化
が
豊
富
な
清
流
と
と
も

に
残
っ
て
い
ま
す
。
自
然
や

伝
統
文
化
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
大
事
に
す
る
こ
と
で

未
来
へ
の
継
承
が
で
き
る
と

考
え
ま
す
。

心
ゆ
た
か
な 

ま
ち
を
つ
な
ぐ

　

近
所
付
き
合
い
や
挨
拶
、

子
ど
も
を
地
域
で
見
守
る
こ

と
や
、
地
域
の
行
事
が
面
白

い
な
ど
地
域
の
つ
な
が
り
が

深
い
で
す
。

　

の
ん
び
り
な
の
に
活
発
、

地
元
愛
が
強
い
印
象
が
あ
り

ま
す
。

　

神
社
や
石
碑
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
、
地
域
の
伝
統
行
事
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

鳥
海
山
を
象
徴
に
自
然
豊

か
な
こ
と
や
、
水
や
お
米
が

お
い
し
い
な
ど
食
に
恵
ま
れ

て
い
て
、
生
活
の
中
で
四
季

を
感
じ
取
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
と
も
な
い
、

ひ
と
り
暮
ら
し
や
核
家
族
化
、

後
継
者
が
い
な
い
こ
と
で
の

地
域
行
事
の
参
加
者
の
減
少
。

何
よ
り
空
き
家
の
増
加
は
最

大
の
行
政
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
若
者
の
職
業
、

職
場
確
保
と
I
J
U
タ
ー
ン

推
進
、
定
住
促
進
の
活
性
化

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

防
災
意
識
の
低
さ
か
ら
、

新
規
防
災
マ
ッ
プ
の
説
明
会

の
実
施
と
並
行
し
て
、
防
災

倉
庫
は
山
間
地
域
（
し
ら
い

自
然
館
）、
川
南
地
域
（
体

育
館
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）、
川
北
地
域
（
遊
佐

小
学
校
）
の
３
カ
所
に
備
蓄

配
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

議
会
で
の
議
案
内
容
を
、

文
章
で
の
開
示
で
終
わ
ら
せ

ず
に
、
各
地
区
で
の
説
明
や

意
見
交
換
の
機
会
を
も
っ
と

設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

遊
佐
地
域
づ
く
り
協
議
会

　

��

会
長　

佐
藤　

憲
三�

談
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ざ
っ
こ
し
め

表
紙
の
写
真

議会
クイズ

105

　　
令
和
２
年
５
月
１
日
第
148

号
の
議
会
ク
イ
ズ
に
は
32
名
の

方
の
応
募
が
あ
り
、32
名
の
方

が
正
解
で
し
た
。

　
抽
選
の
結
果
次
の
10
名
の

方
が
当
選
し
、あ
ぽ
ん
入
浴
券

（
３
枚
）を
、お
届
け
し
ま
す
。

答
え
　
①
Ｂ
　
②
Ｂ
　
③
Ｂ

 

（
敬
称
略
）

齋
　
藤
　
悦
　
子 （
境
　
田
）

石
　
倉
　
正
　
樹 （
西
谷
地
）

髙
　
橋
　
ち
や
子 （
駅
前
一
）

阿
　
部
　
　
　
幸 （
十
日
町
）

佐
　
藤
　
富
　
江 （
下
当
上
）

池
　
田
　
智
　
也 （
旭
ヶ
丘
）

真
　
垣
　
ハ
ツ
代 （
六
日
町
）

斎
　
藤
　
昭
　
美 （
増
　
穂
）

三
　
浦
　
　
　
進 （
谷
地
下
）

仲
　
野
　
花
　
子 （
江
　
地
）

問
題

①
現
在
、小
学
校
に
整
備
さ
れ
て

い
る
タ
ブ
レッ
ト
の
台
数
は
？

Ａ 

１
１
２
台

Ｂ 

１
２
１
台

Ｃ 

２
１
１
台

　　
今
に
も
雨
が
落
ち
て
き
そ
う

な
梅
雨
空
の
下
、遊
佐
小
学
校

４
年
生
の
総
合
学
習
で
、「
八
ツ

②
遊
佐
小
４
年
生
の
総
合
学
習
で

「
ざ
っこ
し
め
」し
た
川
の
名
前
は
？

Ａ 

牛
渡
川

Ｂ 

西
通
川

Ｃ 

八
ツ
面
川

③
今
年
37
年
目
を
迎
え
た
遊

佐
地
区
の
事
業
の
名
前
は
？

Ａ 

ス
ポ
ー
ツ
広
場

Ｂ 

わ
く
わ
く
広
場

Ｃ 

わ
ん
ぱ
く
広
場

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

（
例
①
Ａ
　
②
Ｂ
　
③
Ｃ
）

そ
れ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、集

落
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
正
解
者
の
中
か
ら
10
名
様
に

あ
ぽ
ん
券（
３
枚
）を
、お
届
け

し
ま
す
。ご
応
募
い
た
だ
い
た

方
の
個
人
情
報
は
、こ
の
議
会

ク
イ
ズ
以
外
の
目
的
に
は
使

用
し
ま
せ
ん
）☆

　
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
答
え
の
ほ

か
議
会
へ
の
ご
要
望
、ご
意
見
を

い
た
だ
け
れ
ば
大
歓
迎
で
す
。

☆

　
あ
て
先
／
999―

８
３
０
１

　
　
遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
211

　
　
役
場
内
　
議
会
事
務
局

　
　
締
め
切
り
８
月
25
日

発
表
は
次
号
で
す
。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

9月定例議会のご案内
　遊佐町議会は、年間４回の定例議会が開催
されます。
　9月定例議会は、本会議と補正予算・決算
審査特別委員会が議場で行われます。
　一度傍聴してみませんか？

※変更する場合もございますので、傍聴の際はあらかじめ
議会事務局（☎７２－５８８９）にご確認ください。

9月定例議会の予定
９月 8 日㈫ 本会議・一般質問
９月 ９ 日㈬ 一般質問
９月10日㈭ 常任委員会
９月11日㈮ 補正予算審査特別委員会・決算上程
９月14日㈪ 常任委員会
９月15日㈫ 常任委員会
９月17日㈭ 決算審査特別委員会
９月18日㈮ 決算審査特別委員会・本会議

面
川
管
理
組
合
」の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
も
と
、八
ツ

面
川
で「
ざ
っ
こ
し
め
」を

初
体
験
。

　
捕
獲
網
を
持
つ
の
も
、

上
流
か
ら
追
い
込
む
の
も

初
め
て
の
子
ど
も
た
ち
で

す
が
、ほ
ど
な
く
歓
声
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
。

　
コ
ロ
ナ
禍
収
束
の
兆
し
が
見
え
、緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
時
、多

く
の
有
識
者
ら
は「
や
っ
と
感
染
症
に

向
き
合
う
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
」

と
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
意
に
反
し
、人
々
は
開
放
感
か
ら
感

染
症
の
真
の
姿
を
見
間
違
え
、新
た
な

リ
ス
ク
と
対
峙
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
ほ
ど
国
や
各
知
事
の
采
配
が

注
目
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。

　
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
私
た
ち

は
、こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

遊
佐
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
乗
り
切

り
た
い
も
の
で
す
。

阿
部
　
満
吉

　
　
　
発
　
行
　
人

　
　
　
　
議
　
　
長 

土
門
　
治
明

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
委 

員 

長 

阿
部
　
満
吉

　
　
　
　
副
委
員
長  

那
須
　
正
幸

　
　
　
　
委
　
　
員 

菅
原
　
和
幸

　
　
　
　
委
　
　
員 

齋
藤
　
　
武

　
　
　
　
委
　
　
員 

佐
藤
俊
太
郎

　
　
　
　
委
　
　
員 

本
間
　
知
広

編
集
室
よ
り遊佐小学校 4年生総合学習

関連記事 P.14
遊佐小学校 4年生総合学習

関連記事 P.14

吹浦防災センターへのアクセス改善
　　　　　　　　   （2年度補正予算）················ P.  2
町の事業と課題を問う（一般質問）···························· P.  4
コロナ禍関連支援金 ··············································· P.12
シリーズ遊佐人 ②·················································· P.13
議会クイズ・編集室より············································ P.14

6月定例会 た
い   

じ

　
収
獲
は
、絶
滅
危
惧
種
の
イ

バ
ラ
ト
ミ
ヨ
や
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
。

ヌ
マ
エ
ビ
に
混
じ
っ
て
ハ
グ
ロ
ト
ン

ボ
と
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
や
ご
。脱
皮

し
た
ば
か
り
の
モ
ク
ズ
ガ
ニ
も
。

　
観
察
を
終
え
た
あ
と
は
、川

に
放
流
し
ま
し
た
。

八ツ面川で　　ざっこしめ　

八ツ面川で　　ざっこしめ　

令和₂年 8月 1日� （14）


